
山
本
半
右
衛
門
家
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
(
二
)

鈴
　
　
木
　
　
　
　
　
恵

一
　
は
じ
め
に

角
筆
文
献
と
は
'
従
来
ほ
と
ん
ど
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
'
角
雅

(
か
く
ひ
っ
)
と
い
う
先
を
尖
ら
せ
た
薯
の
よ
う
な
隼
紀
具
を
使
っ
て
紙
面
を

凹
ま
せ
'
文
字
や
記
号
・
図
画
な
ど
を
記
し
た
文
献
の
闘
い
で
あ
る
。

佐
渡
市
真
野
新
町
の
山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
か
ら
も
'
角
筆
文
献
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
本
誌
『
佐
渡
郷
土
文
化
』
第
9
0
号
で
も
報
告
し
た

(
I
)

こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
当
骸
報
告
は
一
九
九
八
年
九
月
二
七
日
、
僅
か
に
一
日

の
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
同
年
一
〇
月
二
日
へ
さ
ら
に

二
〇
〇
五
年
七
月
三
1
日
'
八
月
四
日
'
九
月
1
七
日
へ
一
〇
月
三
一
日
に
も

調
査
を
実
施
し
、
新
た
な
発
見
も
幾
つ
か
あ
っ
た
の
で
'
こ
の
機
会
に
追
加
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

二
　
山
本
半
右
衛
門
家
の
角
筆
文
献

山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
所
蔵
資
料
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
箪
文
献
は
'

次
下
の
一
三
資
料
で
あ
る
。
始
め
の
六
資
料
は
前
回
報
告
ズ
ミ
の
も
の
で
あ
る

(
M
)

が
再
掲
し
た
。

各
文
献
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
書
名
(
外
層
を
原
則
と
す
る
)
に
引
き
続
い

て
'
①
員
数
へ
②
書
写
ま
た
は
板
行
年
時
、
③
装
丁
、
◎
寸
法
、
⑤
表
紙
色
、
⑥

郭
の
形
棚
へ
⑦
外
題
・
内
頗
・
尾
燈
・
版
心
配
へ
⑧
刊
紀
・
奥
書
、
⑨
古
印
紀
'

⑩
伝
来
の
書
入
、
⑳
訓
点
の
内
容
へ
⑳
発
見
者
・
調
査
者
と
発
見
・
洞
査
年
月

日
へ
　
の
順
に
掲
げ
て
あ
る
。

(
-
)
　
『
佐
渡
年
代
記
』
　
　
①
全
二
三
冊
'
②
紅
戸
時
代
・
座
食
五
年
二

六
〇
〇
)
以
降
写
か
'
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
へ
④
縦
二
二
・
六

糎
×
横
〓
ハ
・
二
糎
'
⑤
薄
茶
色
表
紙
、
⑥
無
郭
、
⑦
外
題
-
佐
渡
年

代
記
(
原
題
茶
あ
り
)
'
内
題
・
尾
鰭
・
版
心
配
-
な
し
'
⑧
慶
長
(
丙

申
/
十
九
年
)
/
従
大
元
(
乙
巳
)
至
慶
長
五
年
庚
子
九
百
五
十
六
年

(
序
文
)
、
⑨
「
抽
柴
堂
/
山
本
氏
/
歳
事
印
」
(
朱
印
)
へ
⑳
r
新
穂
村

/
羽
田
滑
」
(
紙
片
・
万
年
筆
書
)
、
「
佐
渡
年
代
記
/
轟
永
四
年
辛
亥

二
十
三
冊
」
(
紙
片
・
墨
書
)
'
⑳
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
'
墨
(
仮
名
・

句
切
点
・
上
欄
注
)
、
朱
(
訂
正
・
圏
点
・
上
欄
注
・
右
傍
注
)
へ
角
箪

(
句
切
点
・
注
示
符
)
三
三
カ
所
、
⑳
1
九
九
八
年
九
月
二
七
日
、
菅
谷

内
敦
発
見
・
網
査

(
2
)
　
『
撫
畢
小
集
』
　
　
①
全
一
冊
'
②
江
戸
時
代
刊
か
、
③
袋
級
袈
冊
子

本
(
明
朝
綴
)
へ
⑥
縦
二
七
・
二
樋
×
横
一
八
・
四
糎
、
⑤
淡
緑
色
表
紙
、

⑥
単
郭
、
⑦
外
悩
・
内
也
-
撫
事
小
集
(
原
題
茶
あ
り
)
、
属
地
・
版
心

記
-
な
し
、
⑧
な
し
、
⑨
「
山
本
恒
/
字
子
徳
/
号
雪
亭
」
「
家
住
小
/
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蓬
莱
」
　
(
朱
印
)
'
⑩
な
し
、
⑳
革
の
柑
'
塵
(
歌
詞
・
柑
・
濁
点
符
)
'

朱
(
喜
入
・
訂
正
)
へ
白
(
訂
正
)
、
角
隼
(
甜
・
注
示
符
・
合
点
か
)
鍋

1
0
カ
所
'
⑳
九
八
年
九
月
二
七
日
、
山
本
寛
発
見
・
調
査

(
3
)
　
『
蕃
注
要
求
』
　
　
①
全
三
冊
、
②
江
戸
時
代
・
文
化
二
年
(
1
八

1
四
)
刊
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
◎
縦
二
六
・
四
額
×
横
1

八
・
〇
糎
'
⑤
薄
茶
色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦
外
題
1
着
注
兼
求
(
原
題

茶
あ
り
)
、
内
題
1
菌
註
蒙
求
'
尾
題
-
嚢
求
巻
之
下
終
、
版
心
記
I
輩

求
・
考
鼻
下
'
⑧
文
化
十
一
年
甲
戊
首
巻
人
目
/
佐
渡
矢
島
望
泣
織
、

⑨
r
抽
発
生
/
山
本
氏
/
載
書
印
」
r
米
亥
」
(
朱
印
)
、
⑳
r
佐
州
五
十

里
/
胞
風
館
出
版
」
　
(
表
紙
貼
付
紙
片
・
墨
音
)
、
⑳
訓
点
附
刻
(
少
数

の
片
仮
名
・
返
点
・
合
符
・
句
切
点
)
、
角
筆
(
片
仮
名
・
返
点
・
合
符
・

名
詞
符
)
約
一
二
〇
カ
所
、
⑳
九
八
年
九
月
二
七
日
'
鈴
木
恵
・
山
本

寛
発
見
・
嗣
査
'
九
九
年
一
〇
月
二
日
、
二
〇
〇
五
年
八
月
四
日
へ
鈴

木
患
追
加
調
査

(
4
)
　
『
新
撰
大
日
本
永
代
筋
用
無
重
蔵
』
　
　
①
全
二
冊
'
②
江
戸
時
代
・

文
久
四
年
(
1
八
六
四
)
刊
'
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
朝
鮮
綴
)
へ
⑥
縦
二

六
・
〇
糎
×
横
一
八
・
二
極
、
⑤
黄
色
表
紙
'
⑥
蝉
郭
へ
⑦
外
娼
-
節

撰
大
日
本
永
代
節
用
無
塵
蔵
(
原
題
茶
あ
り
)
、
内
周
・
尾
題
-
な
し
、

版
心
紀
-
増
字
永
代
節
用
、
⑧
寛
延
三
年
庚
午
元
刻
/
天
保
二
年
辛
卯

新
刻
/
嘉
永
二
年
己
酉
再
刻
/
文
久
四
年
甲
子
四
刻
(
以
下
略
)
、
⑨

r
抽
発
生
/
山
本
氏
/
歳
奮
印
」
(
朱
印
)
'
⑩
な
し
'
⑳
辞
書
、
訓
点
附

刻
(
片
仮
名
・
平
仮
名
・
句
切
点
・
返
点
・
上
欄
注
)
、
角
隼
(
片
仮
名
・

漢
字
・
注
示
符
・
図
絵
中
の
補
助
線
か
)
　
二
二
カ
所
、
⑳
九
八
年
九
月

二
七
日
、
鈴
木
恵
発
見
へ
菅
谷
内
敦
・
山
本
寛
桐
査

(
5
)
　
『
赤
穂
義
人
録
』
　
　
①
全
一
冊
、
②
江
戸
時
代
二
刀
禄
一
六
年
(
一

七
〇
三
)
以
降
刊
か
'
③
袋
綴
袈
冊
子
本
(
朝
鮮
綴
)
'
④
縦
二
七
・
二

糎
×
横
1
九
・
四
糎
、
⑤
薄
茶
色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦
外
題
・
内
題
・
尾

題
I
赤
穂
義
人
魚
(
原
題
茶
あ
り
)
'
版
心
記
-
な
し
へ
⑧
日
東
元
禄
英

未
十
月
庚
辰
鳩
巣
室
直
滑
手
書
/
於
静
倹
粛
(
序
文
)
、
⑨
r
佐
州
/
美

滞
堂
/
新
町
」
　
(
黒
印
)
'
⑳
「
山
本
氏
/
恒
蔵
」
　
(
義
表
紙
見
返
・
墨

書
)
、
⑳
朱
(
句
切
点
・
右
傍
注
)
'
角
筆
(
句
切
線
・
右
傍
線
)
四
カ

所
'
⑫
九
八
年
九
月
二
七
日
へ
菅
谷
内
敦
発
見
・
調
査

(
6
)
　
『
琴
曲
大
意
抄
』
　
　
①
全
六
冊
、
②
江
戸
時
代
・
寛
政
四
年
二
七

九
二
)
刊
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
朝
鮮
綴
)
へ
◎
縦
二
七
・
二
糎
×
横
一

八
・
六
糎
、
⑤
青
緑
色
表
紙
'
⑥
単
郭
、
⑦
外
題
・
内
題
-
琴
曲
大
意

抄
(
原
層
茶
あ
り
)
へ
尾
題
・
版
心
記
1
な
し
へ
⑧
「
壬
子
新
刻
全
部
六

冊
」
　
(
刻
字
・
第
l
冊
扉
上
部
)
'
⑨
r
抽
発
生
/
山
本
氏
/
戒
香
印
」

「
雪
亭
」
(
朱
印
)
'
⑩
「
三
宅
多
古
江
」
(
墨
書
・
第
一
冊
1
オ
余
白
)
、

⑳
第
1
冊
～
五
冊
-
革
の
緒
、
訓
点
附
刻
(
上
欄
注
)
'
第
六
冊
-
漢
文

体
部
分
・
訓
点
附
刻
(
平
仮
名
・
片
仮
名
・
返
点
・
合
符
)
、
仮
名
文
部

分
・
訓
点
附
刻
な
し
、
角
隼
(
柑
・
注
示
符
か
)
約
二
〇
カ
所
'
⑳
九

八
年
九
月
二
七
日
へ
　
山
本
寛
発
見
・
調
査

(
7
)
　
『
東
湖
随
筆
』
　
　
①
全
二
冊
、
②
明
治
三
年
(
1
八
七
〇
)
刊
'
③

袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
⑥
縦
一
八
・
四
額
×
機
二
一
・
四
額
'
⑤

黄
色
表
紙
'
⑥
串
郭
'
⑦
外
題
・
内
周
・
尾
魅
・
版
心
配
1
東
湖
随
筆

(
原
題
芥
あ
り
)
、
⑧
明
治
三
庚
午
歳
三
月
薪
刻
、
⑨
r
好
古
歳
/
所
殺
し

(
朱
印
)
、
⑳
r
明
治
三
十
二
年
己
亥
十
1
月
/
臼
杵
中
斎
君
所
贈
/
押

古
書
棟
」
(
其
表
紙
見
返
・
墨
書
)
、
◎
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
'
愚
(
令
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入
・
訂
正
)
、
角
箪
(
注
示
符
)
三
カ
所
、
⑬
九
八
年
九
月
二
七
日
、
冨

輝
線
児
発
見
・
調
査

(
8
)
　
『
緒
役
人
分
限
接
』
　
　
①
全
一
冊
、
②
昭
和
五
年
(
一
九
三
〇
)
写
'

③
袋
綴
装
冊
子
本
(
仮
綴
)
'
④
縦
一
〇
二
一
概
×
横
二
四
・
四
糎
'
⑤

白
色
表
紙
、
⑥
無
郭
'
⑦
外
題
-
安
攻
g
]
己
年
/
緒
役
人
分
限
撫
'
内

層
・
尾
惜
・
版
心
配
-
な
し
、
⑧
r
昭
和
五
年
十
月
択
根
町
笹
井
収
一

氏
/
所
蔵
ヨ
リ
稀
過
客
ス
」
(
墨
書
)
'
⑨
r
佐
渡
新
/
町
山
本
/
半
歳

店
」
　
(
朱
印
)
、
⑳
な
し
、
⑳
役
職
・
役
人
名
称
、
朱
(
番
人
・
訂
正
)
、

角
隼
(
圏
点
)
三
三
カ
所
、
⑳
九
八
年
九
月
二
七
日
'
冨
滞
綾
児
発
見
・

網
査

(
9
)
　
『
女
用
馴
襲
園
嚢
』
　
　
①
全
二
冊
へ
②
江
戸
時
代
刊
か
'
③
袋
綴
装

冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
④
縦
二
四
・
八
糎
×
横
一
六
二
義
、
⑤
藍
色
表

紙
へ
⑥
双
郭
へ
⑦
外
題
・
内
舷
-
女
用
馴
棄
卸
先
(
原
籍
茶
あ
り
)
へ
尾

壇
・
版
心
紀
-
な
し
'
⑧
な
し
'
⑨
な
し
、
⑳
な
し
へ
⑳
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
、
訓
点
附
刻
(
仮
名
)
、
角
隼
(
図
絵
の
補
助
娘
)
一
カ
所
'
⑳

九
八
年
九
月
二
七
日
'
鈴
木
息
発
見
・
冨
輝
線
児
駒
査

(
2
)
　
『
神
社
明
細
取
調
書
』
　
　
①
全
一
冊
'
②
明
治
二
八
年
(
1
八
九

五
)
写
'
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
仮
綴
)
、
◎
縦
二
八
・
〇
糎
×
横
一
九
・

四
堪
'
⑤
白
色
表
紙
、
⑥
双
郭
へ
⑦
外
層
・
尾
舷
・
版
心
配
-
な
し
'
内

層
-
神
社
明
細
取
調
書
'
⑧
r
明
治
二
十
八
年
七
月
」
　
(
墨
書
)
、
⑨
な

し
、
⑩
な
し
、
⑬
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
'
角
筆
(
図
絵
の
下
絵
線
)
四

カ
所
、
⑳
九
九
年
一
〇
月
二
日
'
冨
滞
綾
児
発
見
・
開
査

(
〓
)
　
『
緒
圃
序
駿
　
東
遊
紀
』
　
　
①
全
一
冊
、
②
寛
政
七
年
(
一
七
九

五
)
刊
、
③
袋
綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
④
縦
二
二
・
二
嶺
×
横
1
五
・

○
堪
'
⑤
締
色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦
外
舶
-
緒
囲
序
駿
　
東
造
花
(
原

頗
脊
あ
り
)
、
内
周
・
尾
題
・
版
心
配
1
東
連
記
、
⑧
寛
政
七
年
卯
八
月

(
最
終
丁
)
、
⑨
「
抽
発
生
/
山
本
氏
/
歳
事
印
」
r
多
田
屋
/
貸
本
所
/

忠
兵
術
」
「
中
木
」
(
朱
印
)
、
⑳
「
石
丸
屋
/
宇
兵
衛
(
花
押
)
」
(
赦
終

丁
・
墨
書
)
、
⑳
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
、
一
部
訓
点
附
刻
(
平
仮
名
・

片
仮
名
・
返
点
・
合
符
)
'
墨
(
絵
図
)
へ
角
箪
(
漢
字
)
一
カ
所
'
⑳

九
九
年
一
〇
月
二
日
へ
席
田
さ
や
か
発
見
・
調
査

C
2
)
　
『
綿
棒
小
言
』
　
　
①
全
一
冊
、
②
明
治
一
五
年
(
1
八
八
二
)
写
、

③
袋
銀
製
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
、
⑥
縦
二
三
・
〇
糎
×
横
1
七
・
六
樋
へ

⑤
樺
色
表
紙
'
⑥
無
郭
'
⑦
外
題
・
内
題
-
柵
挿
小
官
(
庖
茶
な
し
へ
墨

書
直
書
)
、
尾
臆
・
版
心
配
-
な
し
、
⑧
r
明
治
拾
三
年
九
月
升
目
(
成

ル
)
/
持
主
/
山
本
三
郎
」
(
其
表
紙
見
返
・
・
墨
書
)
'
⑨
な
し
へ
⑩
r
明

治
三
五
初
秋
幾
望
/
於
鮎
川
学
音
盤
」
(
墨
書
)
t
 
r
山
本
」
(
赤
フ
ェ
ル

(
抹
れ
)
(
血
れ
)

ト
ペ
ン
)
、
r
神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
真
年
口
/
成
ル
/
山

本
氏
歳
」
(
墨
書
)
、
r
佐
良
　
山
本
充
子
舟
」
　
(
墨
書
)
'
⑳
漢
和
辞
典

様
、
墨
(
片
仮
名
)
、
朱
(
右
傍
点
・
注
示
符
・
圏
点
・
開
銀
)
'
自
(
抹

消
)
、
角
箪
(
注
示
符
)
三
カ
所
へ
⑲
九
九
年
一
〇
月
二
日
、
冨
滞
綾
児

発
見
・
嗣
査

C
S
)
　
『
昔
流
茶
之
清
流
伸
集
』
　
　
①
全
一
冊
'
②
江
戸
時
代
刊
か
'
③
袋

綴
装
冊
子
本
(
明
朝
綴
)
'
⑥
縦
二
二
・
六
糎
×
横
1
六
・
〇
糎
'
⑤
茶

色
表
紙
、
⑥
単
郭
、
⑦
外
題
・
内
題
-
昔
流
茶
之
瀞
流
伸
集
(
原
題
茶

あ
り
)
、
版
心
紀
I
流
伸
へ
尾
題
-
な
し
、
⑧
な
し
、
⑨
r
抽
発
生
」
(
朱

印
)
、
⑳
な
し
、
⑳
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
'
訓
点
附
刻
(
片
仮
名
・
句

切
点
)
、
角
箪
(
線
)
一
カ
所
へ
⑳
九
九
年
一
〇
月
二
日
'
席
田
さ
や
か
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発
見
・
調
査

な
お
、
筆
者
は
前
瑞
に
お
い
て
、
山
本
半
右
術
門
家
発
見
の
角
範
文
献
に
特

筆
さ
れ
る
点
は
、
そ
の
所
蔵
印
や
墨
書
番
人
へ
想
定
さ
れ
る
購
入
年
代
や
使
用

年
代
、
書
籍
の
内
容
な
ど
か
ら
'
そ
の
何
れ
も
が
'
恐
ら
く
山
本
家
の
人
物
に

よ
っ
て
愛
統
・
愛
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
と
、
角
輩
点
の
紀
入
者
を
お
お

よ
そ
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
と
考
え
た
。
そ
し
て
も
　
も
っ
と
も
多
く

の
角
隼
に
よ
る
訓
点
が
看
取
さ
れ
'
山
本
家
第
六
世
の
子
胤
が
関
係
す
る
も
の

と
目
さ
れ
る
『
者
注
衷
求
』
を
取
り
上
げ
'
訓
点
の
内
容
に
つ
い
て
辞
述
し
た
。

そ
の
際
、
実
例
(
写
其
)
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
数

例
を
挙
げ
る
。

○
返
点
(
レ
点
)
・
句
切
点
・
合
符
　
上
巻
2
0
オ
2

○
返
点
(
1
'
二
点
)
・
合
符
　
上
巻
6
ウ
7

○
返
点
二
、
二
'
三
点
)
上
巻
8
オ
5

○
仮
名
点
(
字
音
「
ハ
ン
」
)
・
合
符
　
上
巻
8
ウ
2

○
仮
名
点
(
字
音
「
シ
」
)
上
巻
1
 
4
オ
7
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○
仮
名
点
(
字
音
「
ア
ン
」
)
※
本
来
は
「
ヱ
ン
」
　
上
巻
3
 
1
ウ
9

○
仮
名
(
和
訓
「
ヲ
ク
(
ル
)
」
上
巻
1
 
9
ウ
6

以
上
は
仮
名
点
(
和
訓
・
字
音
)
'
返
点
'
合
符
'
句
切
点
の
例
で
あ
る
が
'

こ
の
他
に
漢
字
(
同
音
字
注
)
、
句
切
線
な
ど
が
看
取
さ
れ
た
。

三
　
筆
記
具
・
字
指
　
(
角
筆
?
)
　
の
発
見

と
こ
ろ
で
、
未
だ
に
数
多
く
の
角
筆
文
献
が
弟
見
さ
れ
統
け
て
い
る
新
潟
県

に
お
い
て
も
、
残
念
な
が
ら
筆
記
具
・
角
隼
そ
の
も
の
が
弟
見
さ
れ
た
こ
と
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
二
〇
〇
五
年
九
月
1
六
日
へ
山
本
半

右
衛
門
家
の
現
在
の
ご
当
主
・
山
本
修
巳
氏
よ
り
'
八
月
一
〇
日
頃
へ
土
蔵
一

階
の
(
小
間
物
な
ど
が
入
っ
た
)
木
箱
の
中
か
ら
角
箪
ら
し
き
も
の
が
見
つ
か

っ
た
の
で
'
是
非
桐
べ
に
き
て
ほ
し
い
と
の
ご
辿
給
を
い
た
だ
い
た
。
仮
に
こ

れ
を
r
角
華
甲
」
と
す
る
。
こ
の
調
査
・
撮
影
は
、
九
月
一
七
日
に
行
っ
た
。
統

い
て
1
0
月
三
1
日
に
再
び
山
本
氏
か
ら
、
九
月
下
旬
に
、
や
は
り
土
蔵
1
階

の
筆
記
具
等
を
醍
い
て
あ
る
付
近
に
て
、
も
う
1
本
そ
れ
ら
し
き
も
の
が
見
つ

か
っ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
仮
に
こ
れ
を
r
角
衝
乙
」
と
す
る
。
こ
の
嗣

査
・
線
形
は
'
同
日
(
一
〇
月
三
一
日
)
に
行
っ
た
。

ま
ず
角
筆
甲
は
材
質
は
竹
で
、
本
体
は
一
八
・
六
糎
の
長
さ
で
あ
る
が
'
七
・

五
糎
ほ
ど
の
分
離
し
た
部
分
が
あ
っ
て
、
本
来
は
全
長
二
六
糎
ほ
ど
の
も
の
で

あ
っ
た
が
'
そ
れ
が
い
つ
し
か
二
つ
に
折
れ
'
分
離
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
先
端
か
ら
五
糎
ほ
ど
の
部
分
か
ら
最
先
鵬
に
向
か
っ
て
次
第
に
細
く
な

り
'
最
先
端
部
分
の
一
極
は
さ
ら
に
細
く
削
っ
て
あ
る
。
折
れ
た
部
分
あ
た
り

に
(
竹
の
)
節
が
あ
り
へ
何
故
か
付
近
が
ひ
ど
く
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
こ
れ
で

火
鉢
な
ど
を
つ
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。

(
角
隼
甲
、
本
体
部
分
)
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(
角
華
甲
、

先
端
部
分
)

次
に
角
隼
乙
は
材
質
は
木
(
共
棟
か
)
　
で
'
全
長
二
四
・
六
樋
で
あ
る
。
元

の
部
分
は
五
粍
×
五
粍
の
正
方
形
へ
先
端
は
二
粍
×
三
粍
の
艮
方
形
で
、
先
端

に
向
か
っ
て
次
第
に
細
く
な
る
と
い
う
変
形
四
角
柱
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
側

面
に
黒
漆
の
加
工
が
施
さ
れ
'
残
り
の
1
面
は
'
艶
を
帯
び
つ
つ
も
木
の
素
材

の
ま
ま
で
あ
る
。

(
角
隼
乙
も
全
体
)

(
角
隼
乙
、
元
部
分
)

角
華
甲
は
極
め
て
質
素
な
作
り
で
あ
る
が
、
最
先
端
の
形
状
か
ら
角
隼
と
し

て
使
用
さ
れ
た
可
穏
性
が
あ
る
の
に
対
し
て
'
角
隼
乙
は
高
価
な
品
物
の
如
く

で
あ
る
も
の
の
、
先
端
が
尖
っ
て
お
ら
ず
'
筆
記
の
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
轟
さ
れ
る
o

こ
の
二
点
に
つ
い
て
へ
鳴
門
教
育
大
学
・
原
卓
志
、
松
山
東
雲
女
子
大
学
・
西

村
轄
子
の
両
氏
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
何
れ
も
「
角
隼
」
と
い
う
よ
り
も
「
字

<
ォ
)

掃
・
字
突
」
　
で
は
な
い
か
と
の
見
立
て
で
あ
っ
た
。

四
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

以
上
'
山
本
半
右
衛
門
家
・
荏
川
文
庫
発
見
の
角
輩
文
献
と
字
指
に
つ
い
て

述
べ
た
。
前
稿
の
「
む
す
び
」
に
お
い
て
、
「
今
後
'
子
温
の
手
に
掛
か
る
角
箪

文
献
を
発
見
す
べ
く
調
査
を
維
統
す
る
一
方
で
、
墨
や
朱
な
ど
通
常
の
筆
記
具

に
よ
る
子
温
の
著
作
を
見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を
綿
密
に
分
析
す
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
、
第
六
世
の
子
温
に
関
係
す
る
文
献
の
発
掘
調
査

の
必
要
性
を
鋭
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
後
新
た
な
テ
ト
マ
に
基
づ
く
鯛
査

(
4
)

を
行
う
こ
と
と
な
り
'
山
本
半
右
衛
門
家
の
桐
査
は
実
施
し
得
て
い
な
い
。

山
本
半
右
術
門
家
の
文
献
開
査
は
、
筆
者
に
よ
る
例
査
以
外
に
'
田
中
聡
氏

を
中
心
と
す
る
新
潟
県
立
文
書
館
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
'
筆
者
の
綱
蚕
と
並

行
す
る
よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
咳
網
査
に
つ
い
て
は
、
田

【
丘
)

中
聡
r
新
潟
県
立
文
書
館
に
よ
る
山
本
家
資
料
調
査
の
概
要
」
に
詳
し
い
の
で

そ
れ
に
譲
る
が
、
1
九
九
九
年
七
月
二
l
日
に
予
備
網
査
を
行
っ
た
後
'
二
〇

〇
〇
年
〓
1
月
1
五
～
一
七
日
(
1
次
調
査
)
、
1
年
一
二
月
二
二
～
二
四
日

(
二
次
洞
査
)
'
二
年
1
0
月
二
二
～
二
四
日
(
三
次
調
査
)
、
同
年
1
二
月
1
六

～
一
八
日
(
四
次
調
査
)
ま
で
実
施
し
、
三
年
七
月
1
日
と
同
年
九
卦
四
日
に
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柵
燕
の
準
備
、
九
月
八
～
一
〇
日
に
か
け
て
業
者
に
よ
る
窯
施
工
が
行
わ
れ

た
如
く
で
あ
る
。

県
立
文
書
館
の
調
査
(
整
理
)
に
よ
っ
て
も
'
資
料
庵
に
番
号
を
付
し
て
整

理
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、
歴
代
、
親
族
・
諸
家
'
家

伝
へ
町
・
村
、
佐
渡
の
大
分
類
'
当
家
年
代
記
'
十
世
半
蔵
(
静
古
)
へ
十
一
唯

修
之
助
な
ど
の
中
分
類
が
施
さ
れ
'
総
て
の
資
料
が
そ
の
分
類
ご
と
に
平
箱
に

収
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
'
ま
た
「
箱
目
録
」
も
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'

今
後
の
調
査
に
格
段
の
便
宜
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
、
す
で
に
1
通
り
の
綱
査
を
実
施
し
た
者
に
と
っ
て
は
、
資
料
総
て
の

配
促
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
平
箱
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
へ
結

果
的
に
外
か
ら
は
全
く
資
料
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
相
応
の
戸
惑
い
が
あ
る
。
一
刻
も
早
い
、
資
料
1
点
1
点
に
番
号
を
付
し

た
r
総
合
資
料
目
録
」
　
の
作
成
が
望
ま
れ
る
。

[注]

(
1
)
　
「
山
本
半
右
衛
門
家
の
角
隼
文
献
に
つ
い
て
」
　
(
一
九
九
九
年
六
月
)

(
2
)
　
六
資
料
に
続
く
(
サ
)
　
(
ォ
)
　
(
o
>
)
文
献
も
ま
た
、
同
じ
時
期
に
広
島

大
学
名
誉
教
授
・
小
林
芳
規
博
士
に
鑑
定
・
琵
定
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
折
り
は
何
れ
も
「
参
考
文
献
」
と
さ
れ
た
。
今
回
改
め
て
詞

書
を
確
認
し
た
が
、
「
角
筆
文
献
」
と
見
て
間
頗
な
い
と
判
断
し
た
。

(
3
)
　
『
日
本
国
醇
大
辞
典
』
第
二
版
(
小
学
館
)
に
よ
れ
ば
'
「
字
指
」
は

「
初
学
の
人
な
ど
が
統
書
す
る
時
'
書
中
の
文
字
を
さ
す
の
に
用
い
る
木
へ

竹
ま
た
は
金
属
製
の
道
具
。
字
突
き
。
角
隼
(
か
く
ひ
っ
)
。
」
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。

(
4
)
　
二
〇
〇
五
～
八
年
度
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
(
o
)
r
凍
北
日
本
・
日

本
梅
沿
岸
地
域
を
対
象
と
す
る
角
隼
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
向
け
て

の
基
礎
的
研
究
」
。
こ
の
成
果
は
、
拙
稿
「
東
北
日
本
・
日
本
梅
沿
岸
地
域

の
角
筆
文
献
管
見
」
(
『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
第
2
1
号
'
二
〇
〇
九
年
7
0

月
)
　
に
群
し
い
。

(
5
)
　
r
佐
渡
郷
土
文
化
』
第
1
 
0
5
号
(
二
〇
〇
四
年
六
月
)
。
な
お
、
当
時
新
潟

県
立
文
書
館
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
田
中
氏
は
'
現
在
長
岡
工
業
高
等
専
門

学
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
。

[
附
記
]

山
本
半
右
衛
門
家
に
お
い
て
は
、
網
査
の
度
毎
に
ご
当
主
山
本
修
巳
氏
の
多

大
な
る
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
甚
の
扮
意
を
衷
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
本
桐
査
に
は
'
新
潟
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
な
ら
び
に
教
育

学
部
学
生
(
当
時
)
'
菅
谷
内
政
・
山
本
寛
・
冨
滞
綾
児
・
虜
田
さ
や
か
氏
の
助

力
を
待
'
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て
深

酎
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
'
本
絹
は
'
注
(
4
)
拙
稲
中
の
山
本
半
右
衝
門
家
綱
査
に
関
す
る
記

逮
(
特
に
文
房
具
・
角
隼
発
見
に
関
す
る
部
分
)
を
ご
党
に
な
っ
た
山
本
修
巳

氏
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
の
暮
れ
に
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
筆
者
は
新
潟
大
学
教
育
学
部
附
属
新
潟
小
学
校
長
を
兼
職
す
る
な

ど
多
忙
を
極
め
へ
な
か
な
か
そ
れ
に
お
応
え
し
、
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
御
寛
恕
の
程
、
切
に
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
二
〇
一
一
年
八
月
一
一
日
成
稿
-

(
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授
)
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